
建築物清掃業 

 

平成 14年 3月 26日厚生労働省告示第 117 号 

清掃作業及び清掃用機械器具の維持管理の方法等に係る基準（抜粋） 

 

第一 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則(昭和四十六年厚生省令第二号。以下「規

則」という。)第二十五条第四号に規定する厚生労働大臣が別に定める基準は、同号に規定する方法

が次のいずれにも該当することとする。 

一 床面の清掃について、日常における除じん作業のほか、床維持剤の塗布の状況を点検し、必要に

応じ、再塗装等を行うこと。  

二 カーペット類の清掃について、日常における除じん作業のほか、汚れの状況を点検し、必要に応

じ、シャンプークリーニング、しみ抜き等を行うこと。洗剤を使用した時は、洗剤分がカーペット

類に残留しないようにすること。  

三 日常的に清掃を行わない箇所の清掃について、六月以内ごとに一回、定期に汚れの状況を点検し、

必要に応じ、除じん、洗浄等を行うこと。  

四 建築物内で発生する廃棄物の分別、収集、運搬及び貯留について、衛生的かつ効率的な方法によ

り速やかに処理すること。  

五 真空掃除機、床みがき機その他の清掃用機械及びほうき、モップその他の清掃用器具並びにこれ

らの機械器具の保管庫について、定期に点検し、必要に応じ、整備、取替え等を行うこと。  

六 廃棄物の収集・運搬設備、貯留設備その他の処理設備について、定期に点検し、必要に応じ、補

修、消毒等を行うこと。  

七 一から六までに掲げる清掃作業等の方法について、建築物の用途及び使用状況等を考慮した作業

計画及び作業手順書を策定し、当該計画及び手順書に基づき、清掃作業等を行うこと。  

八 七に掲げる作業計画及び作業手順書の内容並びにこれらに基づく清掃作業の実施状況について、

三月以内ごとに一回、定期に点検し、必要に応じ、適切な措置を講ずること。  

九 清掃作業及び清掃用機械器具等の維持管理は、原則として自ら実施すること。これらの業務を他

の者に委託する場合は、あらかじめ、委託を受ける者の氏名(法人にあっては、名称)、委託する業務

の範囲及び業務を委託する期間(以下「受託者の氏名等」という。)を建築物の所有者、占有者その他

の者で当該建築物の維持管理について権原を有するもの(以下「建築物維持管理権原者」という。)

に通知するとともに、受託者から業務の実施状況について報告を受けること等により、受託者の業

務の方法が一から六までに掲げる要件を満たしていることを常時把握すること。  

十 建築物維持管理権原者又は建築物における衛生的環境の確保に関する法律(昭和四十五年法律第二

十号)第六条に規定する建築物環境衛生管理技術者(以下単に「建築物環境衛生管理技術者」という。)

からの清掃作業及び清掃用機械器具等の維持管理に係る苦情及び緊急の連絡に対して、迅速に対応

できる体制を整備しておくこと。  


